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個　人 
 

家　族 
グループ（5人以上） 
法　人 

大　人 
小・中・高校生 

1人 
1人 
1家族 
1人 
1口 

1,500円 
1,000円 
3,000円 
1,000円 
10,000円 

第 

66 

号 

な
ぜ
緑
の
ト
ラ
ス
ト
地
が
必
要
な
の
か

１
.

「
半
」
自
然
林

身
近
な
自
然
で
あ
る
雑
木
林
は
、「
半
」
自
然
の
林
で
あ
る
。
な
ぜ
、

「
半
」
自
然
な
の
か
。
下
刈
り
や
落
ち
葉
か
き
、
１５
〜
３０
年
に
１
度
の

定
期
的
な
伐
採
な
ど
人
の
手
が
加
わ
る
が
、
伐
採
後
萌
芽（
ぼ
う
が
）に

よ
り
自
力
で
再
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
萌
芽
は
間
引
き
さ
れ
、
や
が
て

幹
と
な
る
。雑
木
林
は
、コ
ナ
ラ
、ク
ヌ
ギ
、エ
ゴ
ノ
キ
、シ
デ
、ア
オ
ハ
ダ

な
ど
の
落
葉
樹
で
構
成
種
さ
れ
る
。
落
ち
葉
か
き
は
林
の
栄
養
を
奪
い
、

伐
採
は
１５
〜
３０
年
の
蓄
え
を
持
ち
去
る
。
雑
木
林
は
こ
の
よ
う
な
人
為

的
な
か
く
乱
に
強
く
、
萌
芽
再
生
力
の
強
い
種
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

２

.

持
続
可
能
な
利
用

下
刈
り
や
落
ち
葉
か
き
が
堆
肥
を
作
る
。
定
期
的
な
伐
採
に
よ
り
、

薪
や
炭
、
榾（
ほ
だ
）木
が
得
ら
れ
る
。
堆
肥
は
肥
料
と
な
り
、
薪
や
炭

は
燃
料
と
な
る
。
榾
木
は
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
使
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
日

常
生
活
の
必
需
品
で
あ
り
、
貴
重
な
現
金
収
入
源
で
あ
る
。
雑
木
林
は

生
活
の
糧
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
く
乱
や
略
奪
は
す
る
が
、
決

し
て
使
い
過
ぎ
る
こ
と
な
く
慈
し
み
大
切
に
利
用
し
た
。
こ
れ
が
持
続

可
能
な
利
用
で
あ
る
。
人
は
自
然
と
共
生
し
て
い
た
。

３

.

雑
木
林
の
生
物
多
様
性

生
物
多
様
性
と
は
、
生
態
系
や
種
数
、
遺
伝
子
の
数
や
頻
度
な
ど
を

含
む
自
然
の
豊
か
さ
の
度
合
い
の
こ
と
で
あ
る
。
豊
か
な
環
境
は
た
く

さ
ん
の
生
息
場
所
を
用
意
し
、
多
く
の
種
や
個
体
の
生
息
が
可
能
と
な

る
。
個
体
数
が
多
け
れ
ば
遺
伝
情
報
も
多
様
化
す
る
。
自
然
の
豊
か
さ

と
は
、
多
様
性
の
豊
か
さ
で
あ
る
。
大
面
積
で
は
、
人
手
の
加
わ
ら
な

い
自
然
林（＝

原
生
林
）の
多
様
性
が
高
い
。し
か
し
、小
面
積
で
は
、
雑

木
林
の
多
様
性
が
高
い
。
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
の
か
く
乱
が
、
モ
ザ

イ
ク
状
の
多
様
な
生
息
環
境
を
生
む
た
め
で
あ
る
。

４

.

多
様
性
の
保
全

敗
戦
後
、
生
活
が
変
り
雑
木
林
は
不
要
と
な
っ
た
。
都
市
部
で
は
、

雑
木
林
は
道
路
や
宅
地
に
変
わ
り
、
激
減
し
た
。
残
さ
れ
た
林
は
放
置

さ
れ
、
常
緑
樹
が
侵
入
し
た
。
面
積
の
縮
小
と
質
的
変
化
に
よ
り
、
雑

木
林
の
多
様
性
は
低
下
し
た
。
雑
木
林
が
常
緑
樹
林
に
遷
移（＝

自
然

に
移
り
変
わ
る
）す
る
こ
と
は
、
カ
タ
ク
リ
な
ど
雑
木
林
特
有
の
種
の

絶
滅
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
緑
地
面
積
の
減
少
は
多
様
性
の
低
下
を
加

速
さ
せ
る
。
緑
の
ト
ラ
ス
ト
地
は
都
市
部
の
小
さ
な
緑
を
守
る
。
作
業

は
遷
移
を
止
め
、
林
の
質
的
低
下
を
防
ぐ
。
保
全
と
は
持
続
可
能
な
利

用
で
あ
り
、
自
然
と
人
の
共
生
で
あ
る
。
点
在
す
る
緑
の
ト
ラ
ス
ト
地

は
生
き
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
点
と
な
る
。

（
さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
理
事

大
堀

聰
）

里山のタカ―オオタカの水浴び（内田博撮影）
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森
の
親
子
の
夏
ま
つ
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
全
体
会
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
報
告
）

今
年
は
子
供
達
に
身

近
な
自
然
と
親
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
埼
玉

県
と
共
催
で
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
日
本
連
盟
埼
玉

県
支
部
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
０
―
Ｃ
地
区
、
�

埼
玉
県
造
園
業
協
会
等

（
後
援
団
体
は
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
）の
協
力
の
下
、ス

タ
ッ
フ
数
約
百
四
十
九

人
で
、
七
月
二
十
九
日

（
土
）に
「
森
の
親
子
の

夏
ま
つ
り
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
子
供
達
に
道

端
に
落
ち
て
い
る
枝
や

葉
・
実
を
使
っ
て
遊
ぶ

自
然
体
験
を
通
し
て
、

緑
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
の

支
援
の
輪
を
広
げ
る
よ

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

竹
の
ブ
ン
ブ
ン
ゴ
マ
や

よ
し
ず
編
み
、
丸
太
切
り
や
葉
っ
ぱ
を
使
っ
た
遊
び
、

自
然
素
材
の
ク
ラ
フ
ト
体
験
に
参
加
し
た
子
供
た
ち

の
笑
顔
に
元
気
づ
け
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。
全
体
会

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
進
士
理
事
長
の
講
話
の
後
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
全
体
会
を
行
い
ま
し
た
。
夏

ま
つ
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
暑
い
中
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ス
ト
四
号
地（
飯
能
河
原
周
辺
河
岸
緑
地
）の

一
斉
清
掃
及
び
夏
休
み
自
由
研
究
ガ
イ
ド（
報
告
）

ト
ラ
ス
ト
四
号
地

（
飯
能
河
原
周
辺
河
岸

緑
地
）
で
は
、
毎
年
夏

休
み
の
最
初
と
最
後
の

日
曜
日
に
、
地
元
の
三

丁
目
自
治
会
・
子
ど
も

会
と
の
共
催
で
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
に
よ
る

ゴ
ミ
の
多
い
河
原
を
中

心
に
一
斉
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
七
月
二
十

三
日（
日
）と
八
月
二
十
七
日（
日
）の
早
朝
七
時
か
ら

行
わ
れ
、
地
元
の
方
々
、
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
、
市
職
員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
約
四
十
人
、
約
五

十
人
の
人
が
集
ま
り
、
一
時
間
ほ
ど
、
ゴ
ミ
拾
い
を

行
い
ま
し
た
。
自
転
車
な
ど
大
物
も
撤
去
し
、
ゴ
ミ

を
捨
て
に
く
い
き
れ
い
な
河
原
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
三
日
の
清
掃
に
は
、
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
「
夏
休
み

自
由
研
究
ガ
イ
ド
」
と
し
て
、
自
由
研
究
テ
ー
マ
の

紹
介
と
ト
ラ
ス
ト
地
の
自
然
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

霧
雨
の
降
る
中
、
参
加
者
は
六
人
で
し
た
が
、
や
が

て
天
気
も
回
復
し
、
自
然
観
察
指
導
員
で
も
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
チ
ョ

ウ
や
ト
ン
ボ
な
ど
を
つ
か
ま
え
な
が
ら
、
四
号
地
を

回
り
ま
し
た
。
研
究
は
ま
と
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

（
四
号
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

大
石
章
）

（
ト
ラ
ス
ト
運
動
普
及
啓
発
活
動
）

夏
休
み
ち
び
っ
子
広
場
と
ハ
ー
ト
フ
ル
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
６
に
参
加
し
ま
し
た

七
月
二
十
二
日（
土
）・
二
十
三

日（
日
）大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で

行
わ
れ
た
�
埼
玉
県
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
主
催
の
夏
休
み
ち
び
っ
子

広
場
と
、九
月
十
八
日（
月
）埼
玉

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
�
日
本

青
年
会
議
所
主
催
の
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
６
に
参
加
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ス
ト
協
会
の
テ
ン
ト
の
前
で
は
、
竹
で
作
っ

た
ブ
ー
ブ
ー
笛
で
遊
ん
だ
り
、
顕
微
鏡
を
の
ぞ
く
親

子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
運
動

指
導
者
養
成
研
修
始
ま
る
！

九
月
十
七
日（
日
）、
二
十
八
日（
木
）、
第
一
〜
二

回
の
養
成
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
午
前

は
北
本
自
然
観
察
公
園
・
見
沼
周
辺
斜
面
林
の
自
然

観
察
、
午
後
は
施
設
内
で
の
講
義
や
実
技
と
い
う
日

程
で
し
た
。

観
察
会
で
は
牧
野
先
生
の
興
味
を
掻
き
立
て
る
解

説
に
感
銘
。
樹
木
の
科
・
属
名
・
種
名
と
い
う
図
鑑

的
な
説
明
で
は
な
く
、
名
の
由
来
や
特
徴
そ
し
て
匂

何何をを作作ろろううかかなな？？ 小小枝枝でで枝枝アアーートトをを作作成成中中上上田田知知事事もも募募金金ををよよびびかかけけててくくれれままししたた

ゴゴミミ拾拾いいををししててききれれいいなな河河原原ににななりりままししたた

何何ががみみええるるかかなな？？
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い
を
嗅
い
だ
り
触
れ

た
り
と
五
感
で
接
す

る
樹
木
と
の
触
れ
あ

い
に
、
日
頃
漠
然
と

見
て
い
た
木
々
の
営

み
に
一
層
の
身
近
さ

を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

第
一
回
の
講
義
は
、

参
加
者
の
目
線
に
立

ち
教
え
る
よ
り
伝
え

る
を
重
視
す
べ
き
と

強
調
さ
れ
る
指
導
の

ポ
イ
ン
ト
で
始
ま
り
、

次
い
で
猛
禽
類
の
生
態
か
ら
里
山
の
解
説
、
そ
し
て

当
協
会
の
生
い
立
ち
と
行
政
と
の
連
携
の
重
要
性
に

関
す
る
も
の
で
し
た
。

第
二
回
は
、
自
然
体
験
活
動
の
理
念
と
何
ゆ
え
自

然
へ
導
く
こ
と
が
重
要
か
を
を
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
自
然
体
験

活
動
推
進
協
議
会
の
棚
橋
ト
レ
ー
ナ
ー
の
熱
意
溢
れ

る
講
義
で
始
ま
り
、
こ
の
運
動
の
現
状
と
課
題
、
里

山
の
現
状
と
今
後
の
課
題
へ
と
進
み
ま
し
た
。

受
講
者
の
一
人
と
し
て
最
後
ま
で
頑
張
り
、
修
了

証
を
手
に
し
た
い
と
誓
っ
て
お
り
ま
す
。

（
研
修
生

西
川
一
哉
）

再
度
研
修
に
参
加
し
て

先
の
研
修
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
た
。
し
か

し
内
容
は
充
実
し
て
お
り
、
指
導
者
と
し
て
の
自
覚

に
は
充
分
だ
っ
た
。
自
然
観
察
、
演
習
、
現
地
調
査

等
３
ヶ
月
６
回
で
一
通
り
学
習
は
出
来
た
と
思
う
。

以
降
の
活
動
に
ど
れ
程
役
に
立
っ
た
事
か
。
勿
論
親

切
丁
寧
な
諸
先
生
の
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
だ
し
、
企

画
に
あ
た
っ
た
事
務
局
の
方
々
の
苦
労
に
も
感
謝
し

て
い
る
。

視
て
、
知
っ
て
、
体
験
す
る
活
動
を
通
し
て
、
安

全
面
の
指
導
に
は
殊
の
外
厳
し
か
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
研
修
で
多
く
の
友
達
が
出
来
た
。

活
動
中
の
我
が
身
の
拙
な
さ
や
非
大
さ
を
補
っ
て
く

れ
た
の
も
仲
間
の
皆
さ
ん
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
機
会

を
大
切
に
し
た
い
。

今
回
は
先
の
復
習
の
機
会
と
も
な
っ
た
が
、
危
機

管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
応
急
救
急
の
手
当
て
も
加
わ

り
、
よ
り
充
実
し
た
研
修
と
な
っ
て
い
る
。
大
い
に

期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
体
験
を

通
し
て
心
豊
か
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
四
号
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

新
井
勝
）

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
協
会
事
務
局
（
電
話

〇
四
八
―
八
二
四
―
三
六
六
一
）
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

狭
山
丘
陵
雑
魚
入
り
樹
林
地
（
ト
ラ
ス
ト
二
号

地
）
の
森
林
保
全
作
業
・
自
然
観
察
会

地
元
堀
口
自
治
会
、
堀
口
天
満
天
神
社
氏
子
会
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
埼
玉
県
支
部
等
と
共
に
、

鳥
の
巣
箱
の
設
置
や
下
草
刈
り
な
ど
の
森
林
保
全
作

業
を
実
施
し
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
自
然
観
察
会
を
行

い
ま
す
。

日

時

十
一
月
五
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
（
雨
天
中
止
）

集

合

堀
口
天
満
天
神
社
（
西
武
狭
山
線
「
西
武

球
場
前
駅
」
下
車
徒
歩
十
五
分
）

午
前
十
時
集
合

持
ち
物

軍
手
、
昼
食
、
鎌
、
雨
具
、
作
業
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

自
然
に
親
し
む
会

「
小
川
原
家
屋
敷
林（
ト
ラ
ス
ト
七
号
地
）及
び

ア
ー
バ
ン
み
ら
い
遊
水
池
の
冬
鳥
を
探
す
」

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
内
の
ト
ラ
ス
ト
七
号
地
は
地

主
小
川
原
氏
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
屋
敷
林
で
す
。
馬

込
地
区
は
、
綾
瀬
川
と
元
荒
川
に
挟
ま
れ
た
台
地
に

位
置
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
近
く
の
方
は
秋
を
探
し
に
ト
ラ
ス
ト
七
号

地
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日

時

十
一
月
十
一
日
（
土
）

午
前
八
時
半
か
ら
正
午
ま
で
（
雨
天
中

止
）
当
日
参
加
可

集

合

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
「
蓮
田
駅
」
東
口
か
東
武

野
田
線
「
岩
槻
駅
」
午
前
八
時
半
集
合
（
ま

た
は
ト
ラ
ス
ト
七
号
地
午
前
九
時
集
合
）

持
ち
物

筆
記
用
具
、
飲
物
、
双
眼
鏡
、
雨
具
等

武
蔵
嵐
山
渓
谷
周
辺
樹
林
地
（
ト
ラ
ス
ト
三
号

地
）
の
植
樹
・
森
林
保
全
作
業

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
埼
玉
県
支
部
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
０
―

Ｃ
地
区
、�
埼
玉

県
造
園
業
協
会
等
の
協
力
を
得
て
、
植
樹
と
下
草
刈

り
な
ど
の
森
林
保
全
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
京
都
の

嵐
山
に
た
と
え
ら
れ
た
武
蔵
嵐
山
で
植
樹
と
里
山
を

守
る
活
動（
下
草
刈
り
等
）に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第第１１回回研研修修会会ににてて（（北北本本市市・・埼埼玉玉県県自自然然学学習習セセンンタターー））
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さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
基
金
へ
の

大
口
寄
付
者
の
皆
様
（
十
万
円
以
上
）

（
平
成
十
八
年
六
月
〜
八
月
）

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

（
平
成
十
八
年
六
月
〜
八
月
）

日

時

十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
（
雨
天
中
止
）

集

合

緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
第
３
号
地
（
嵐
山

町
）
午
前
十
時
集
合

費

用

植
樹
は
一
万
円
以
上
（
植
樹
寄
付
金
、
記

念
プ
レ
ー
ト
費
含
む
）

定

員

下
草
狩
り
は
三
十
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

軍
手
、
昼
食
、
鎌
、
雨
具
、
作
業
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

イ
ベ
ン
ト
及
び
研
修
等
の
詳
細
は
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.s
a
ita
m
a
-g
re
e
n
e
rytru

s
t.c
o
m
/

【
企
業
・
団
体
】
�
埼
玉
県
建
築
住
宅
安
全
協
会
、

�
守
設
計
、
�
中
村
工
業
所
、
ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム
�
、

�
熊
谷
環
境
分
析
セ
ン
タ
ー
、
彩
の
国
古
本
ま
つ
り

実
行
委
員
会

【
個
人
】
平
沼
康
彦
、
今
成
定
弘
、
森
泉
喜
一

〔
順
不
同
、
敬
称
略
〕

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
法
人
会
員
】
カ
ッ
パ
・
ク
リ
エ
イ
ト
�
、日
産
デ
ィ

ー
ゼ
ル
工
業
�
、望
月
印
刷
�
、隠
地
土
木
�
、東
大

宮
自
治
会
、�
嵐
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、�

中
村
家
支
店
、彩
の
国
さ
い
た
ま
魅
力
づ
く
り
推
進

協
議
会
、ク
シ
ダ
緑
化
産
業
�
、埼
玉
県
信
用
保
証
協

会
、秩
父
広
域
森
林
組
合
、�
広
野
、石
井
商
工
�
、�

埼
玉
県
緑
化
推
進
委
員
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
加
治
丘
陵

山
林
管
理
グ
ル
ー
プ
、関
東
図
書
�
、�
み
づ
ほ
不
動

産
鑑
定
、�
織
田
興
業
、中
武
不
動
産
鑑
定
�
、西
川

広
域
森
林
組
合
、坂
戸
ガ
ス
�
、�福
幸
仁
会
川
本
園
、

よ
り
い
コ
ン
ポ
ス
ト
�
、カ
ネ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
�
、�
オ

カ
ベ
工
芸
、�
森
林
ス
マ
イ
ル
企
画
、イ
ー
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
�
、�
清
香
園
、児
玉
清
掃
�
、�
ビ
ー

ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

〔
順
不
同
、
敬
称
略
〕

【
永
年
会
員
】
二
十
一
名

【
個
人
会
員
】
三
百
二
名
（
内
学
生
会
員
十
七
名
）

【
グ
ル
ー
プ
会
員
】二
百
五
名（
二
十
八
グ
ル
ー
プ
）

【
家
族
会
員
】
二
百
三
十
五
名
（
六
十
一
家
族
）

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
募
集
中
！

お
か
げ
さ
ま
で
緑
の
コ
バ

ト
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
終
了
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
後
ご
入
会
い

た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
協
会

マ
ス
コ
ッ
ト
の
ど
ん
ぐ
り
ぼ
う
や
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

（
間
伐
し
た
竹
を
使
用
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
緑
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
八
回
さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
地
を
対
象
に
し
た
自
然
環
境
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
保
全
管
理
活
動
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

規
格：

キ
ャ
ビ
ネ
版
カ
ラ
ー
写
真
（
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
撮
影
も
可
）
お
一
人
様
四
点
以
内
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
紅
葉
の
ト
ラ
ス
ト
地
を
訪
ね
て
、

ぜ
ひ
緑
の
ト
ラ
ス
ト
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
応
募
期
間：

平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日

（
金
）
必
着
。

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://w

w
w

.pref.saitam
a.lg.jp

/A
09/B

D
00/konku−ru/konnku−ru.htm

l

さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
の
大
口
法
人

会
員
・
寄
附
者
の
皆
様
（
十
万
円
以
上
）

【
大
口
法
人
会
員
】
�
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
、
�

埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
�
武
蔵
野
銀
行
、
�
Ｕ
Ｄ
Ｋ

【
寄
附
者
】
柳
原
政
一
、藤
原
恒
男
、マ
ル
キ
ュ
ー
�

〔
順
不
同
、
敬
称
略
〕

地
球
と
人
に
や
さ
し
い
緑
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
応
援
団
体
・
企
業

速
く
て
、丁
寧
、皆
様
の
御
要
望
に
幅
広
く
お
応
え
し
ま
す
。

印
刷
／
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
編
集
・
翻
訳
／
出
版

関
東
図
書
株
式
会
社

〒
３３６－

００２１

さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
三－

一－

十

電
話

〇
四
八（
八
六
二
）二
九
〇
一（
代
）

�
サ
イ
サ
ン

〒
三
三
〇
―
〇
八
五
四

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
十
一
―
五

電
話

〇
四
八
―
六
四
一
―
八
二
一
一

�
む
さ
し
ビ
ル
ク
リ
ー
ナ
ー

〒
三
三
六
―
〇
〇
六
一

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
磐
三
―
三
―
九

電
話

〇
四
八
―
八
三
三
―
八
一
八
一

�
川
口
法
人
会

〒
三
三
三
―
〇
八
四
四

川
口
市
上
青
木
三
―

十
二
―

十
八
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
七
階

電
話

〇
四
八
―
二
六
三
―
三
四
七
四

どんぐりぼうや
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